
取材・文／児山雄介　撮影／岸隆子

　理
事
長
就
任
前
、
企
業
人
と
し
て
本

学
園
の
理
事
就
任
を
打
診
さ
れ
た
際
、

周
囲
か
ら
「
企
業
と
は
違
う
」「
大
変

な
と
こ
ろ
に
行
く
ね
」
と
散
々
く
ぎ
を

刺
さ
れ
ま
し
た
が
、
い
ざ
就
い
て
み
る

と
、
本
学
園
で
は
透
明
性
の
高
い
公
正

な
ガ
バ
ナ
ン
ス
が
行
わ
れ
て
い
ま
し

た
。　特

徴
の
一
つ
が
、
大
学
と
系
列
中
高

を
フ
ラ
ッ
ト
に
扱
う
し
く
み
で
す
。
そ

れ
ぞ
れ
の
「
ヒ
ト
・
モ
ノ
・
カ
ネ
」
の

運
用
を
話
し
合
う
「
大
学
協
議
会
」「
中

高
企
画
運
営
会
議
」
の
議
題
は
、
報
告

事
項
も
含
め
て
常
任
理
事
会
で
全
て
共

有
。
大
学
の
定
員
は
中
高
の
３
倍
近
く

あ
り
ま
す
が
、両
者
に
優
劣
を
つ
け
ず
、

共
有
し
た
情
報
を
基
に
、
学
園
が
最
も

力
を
発
揮
で
き
る
施
策
を
講
じ
ま
す
。

２
０
１
９
年
、
学
園
創
立
１
２
０
周
年

を
機
に
、
学
園
内
の
高
大
連
携
を
推
進

す
る
会
議
体
を
設
置
。
授
業
や
図
書
館

と
い
っ
た
大
学
の
リ
ソ
ー
ス
を
中
高
で

活
用
し
や
す
く
し
た
ほ
か
、
中
高
大
合

同
の
Ｆ
Ｄ・Ｓ
Ｄ
研
修
に
よ
り
、
互
い

の
理
解
を
深
め
て
い
ま
す
。

　教
職
協
働
を
促
進
す
る
組
織
体
制
も

本
学
園
の
特
徴
で
す
。
職
員
の
能
力
向

上
に
努
め
、
職
員
力
を
強
化
。
ガ
バ
ナ

ン
ス
に
関
わ
る
多
く
の
会
議
体
に
お
い

て
、
教
員
数
を
上
回
る
職
員
が
活
躍
し

て
い
ま
す
。
中
で
も
職
員
組
織
の
「
部

長
会
」
が
、
常
任
理
事
会
に
付
議
さ
れ

る
全
て
の
議
題
に
つ
い
て
事
前
に
き
ち

ん
と
確
認
す
る
し
く
み
は
、
本
学
園
の

教
職
協
働
を
象
徴
し
て
い
ま
す
。

　本
学
で
は
、
10
年
以
上
前
か
ら
、
学

園
の
発
展
に
学
外
の
英
知
を
生
か
す
た

め
、
役
員
の
外
部
人
材
比
率
を
高
め
て

き
ま
し
た
。
理
事
長
は
２
代
続
け
て
企

業
出
身
者
が
務
め
、
理
事
15
人
中
５
人

が
外
部
・
非
常
勤
理
事
。
評
議
員
に
も

卒
業
生
以
外
の
企
業
人
や
弁
護
士
を
招

い
て
い
ま
す
。
外
部
・
非
常
勤
理
事
か

ら
は
数
多
く
の
意
見
が
出
さ
れ
、
議
論

が
よ
り
活
性
化
し
ま
し
た
。

　健
全
な
意
思
決
定
プ
ロ
セ
ス
を
確
保

す
る
工
夫
も
重
ね
て
い
ま
す
。
理
事
長

の
再
任
可
否
を
決
め
る
会
議
で
は
、
理

事
長
を
メ
ン
バ
ー
か
ら
除
外
。役
員
は
、

選
考
会
議
が
候
補
者
を
推
薦
し
、
合
議

で
決
め
ま
す
。
私
学
法
改
正
前
か
ら
理

事
長
や
常
務
理
事
の
評
議
員
と
の
兼
務

を
解
消
し
、
本
年
度
は
評
議
員
会
選
任

理
事
も
１
人
の
み
で
す
。

　評
議
員
会
の
け
ん
制
機
能
を
十
分
に

働
か
せ
る
た
め
に
、
提
供
す
る
情
報
や

会
議
の
開
催
回
数
は
理
事
会
と
原
則
そ

ろ
え
て
い
ま
す
。
加
え
て
、
評
議
員
が

理
念
を
十
分
に
理
解
し
建
設
的
な
答
申

を
行
え
る
よ
う
に
、
理
事
会
と
の
懇
親

会
を
年
１
回
実
施
。
今
後
は
多
様
性
を

担
保
す
べ
く
、
若
い
人
材
や
女
性
の
評

議
員
を
さ
ら
に
増
や
す
つ
も
り
で
す
。

　こ
の
よ
う
に
、
ガ
バ
ナ
ン
ス
改
革
の

方
向
が
法
改
正
の
趣
旨
と
一
致
し
て
い

た
の
で
、
新
私
学
法
へ
の
対
応
は
順
調

に
進
ん
で
い
ま
す
。
今
後
め
ざ
す
の
は

組
織
力
の
向
上
で
す
。
企
業
で
は
当
た

り
前
の
目
標
を
設
定
し
、
細
か
な
Ｐ
Ｄ

Ｃ
Ａ
を
丁
寧
に
回
す
こ
と
に
よ
り
、
生

徒
・
学
生
募
集
、
大
学
の
学
部
学
科
改

編
な
ど
、
近
年
の
経
営
施
策
は
順
調
で

す
が
、個
人
頼
み
の
面
も
あ
り
ま
し
た
。

本
来
、
恒
常
的
に
成
果
を
出
せ
る
組
織

が
理
想
で
す
。
構
成
員
に
は
「
皆
で
成

果
を
最
大
化
す
る
学
園
全
体
最
適
を
め

ざ
そ
う
」
と
伝
え
て
い
ま
す
。
大
学
と

中
高
と
法
人
が
協
力
し
、
補
い
合
っ
て

学
園
最
適
を
め
ざ
す
、
構
成
員
全
員
が

学
園
の
継
続
的
な
発
展
を
見
据
え
、
よ

り
広
い
視
点
で
業
務
に
向
か
う
意
識
を

育
て
て
い
き
ま
す
。

きじまようこ●1986年実践女子大学家政学部卒業
後、アメリカンファミリーライフアシュアランスカンパニー
オブコロンバス（現アフラック生命保険株式会社）入
社。執行役員コンプライアンス・オフィサー、取締役専務
執行役員／ＣＡＯなどを歴任。在職中に実践女子学園
の評議員、常務理事等を務め、2024年４月より現職。

木島 葉子
実践女子学園 理事長
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学生募集が厳しいと言われる女子大学でありながら定員充足し、組織改編も活発。
パワフルな経営を支えるガバナンスを、2024年４月に着任した新理事長に聞く。

実践女子大学

学園全体の価値向上を実現する
教職協働と透明性の高いガバナンス

注目！

■

■

特集  みんなのガバナンス～信頼性、公共性、協働性の高め方
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■学部別在籍者数

　短期大学部の募集停止（2024年度）に伴い、2024年度に大きな学部学
科改編を行った実践女子大学。学科新設は10年ぶり、学部新設は20年ぶり
ながら、発議から決定までの期間は約１年半。「2010年代からスピード感のある
意思決定をめざしてガバナンス改革を行ってきた成果だ」と木島理事長は言う。
　ただし、コンセプトづくりなど大きな議論には時間をかける。外部理事はもち
ろん、大学支援を行う複数の会社にも意見を聞いてマーケット感をつかみ、学
祖下田歌子の理念との合致を確認。結果、「グローバル」と「社会連携」を教
育の２本柱に設定し、国際学部と社会デザイン学科の新設に至った。
　生活科学部の改編にも乗り出す。各学科は意欲的に教育改革をするもの
の、「中身が見えづらい」との外部の声もあり、2025年度は生活環境学科を
環境デザイン学部として独立させる。さらに、2026年度にも新学部を設置す
る計画だ。「学園名の“実践”には、社会に出て役立つという意味が込められて
いる。社会からの認識を意識し、わかりやすさを重視したい」（木島理事長）。

（2024年5月1日現在）20年ぶりの学部新設を皮切りに
理念と市場ニーズに合致した改組を次々と計画

キャンパス／東京都渋谷区、日野市　学生数／4,407人　創立／1899年（私立実践女学校・女子工芸学校）
建学の精神／女性が社会を変える、世界を変える　
学部／文、生活科学、人間社会、国際　※環境デザイン学部（2025年４月設置）
大学院／文学、生活科学、人間社会
経営／学校法人実践女子学園 他の設置校／実践女子学園中学校高等学校、実践女子大学短期大学部（2024年度募集停止）
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注目！

■学部学科改編の動き
・国際学部国際学科設置
・人間社会学部に社会デザイン学科を
設置、現代社会学科をビジネス社会
 学科に名称変更
・短期大学部募集停止

2024年度

2025年度

・学部設置構想中2026年度

・環境デザイン学部環境デザイン学科
設置

学部 収容定員

文学部
生活科学部 
人間社会学部 
国際学部

1,280名
1,648名
860名
120名

1,410人
1,714人
993人
142人

在籍者数

高大連携推進会議
（議長：理事長）

大学短大協議会 
（議長：副理事長＝学長）

今後の大学・短期大学部（渋谷）
の展開についての検討会議 
（議長：副理事長＝学長）

日野キャンパスの競争優位性
向上推進会議 
（議長：常務理事＝副学長）

中高企画運営会議 
（議長：理事＝校長）

〈ガバナンス体制図〉

■常設会議

■時限的会議

理事長、副理事長（学長）、常務理事２名、理事３名、
非常勤理事５名、常勤監事、非常勤監事

理事会（議長：理事長）

常任理事会（議長：理事長）

学長、副学長２名、学部長４名、大学教
育研究センター長、学生総合支援セン
ター長、教学事務局長（常務理事）、職員
部長５名

校長、教頭２名、教務部長２名、生活指
導部長２名、グローバル教育部長、キャリ
ア教育部長、広報部長、ESD推進部長、
中高改革推進担当理事、中高総務部長

事前審議 付託

諮問

答申

〈理事会下の各種会議〉

職員部次長16名

中高に関する
ヒト・モノ・カネ提案

大学に関する
ヒト・モノ・カネ提案

事前審議

大学案件
付託

中高案件
付託

理事長、副理事長（学長）、常務理事２名、理事６名、常勤監事、組織部長（陪席）

理事会
年７回

評議員会
年７回

常任理事会
毎週

部長会
毎週

大学協議会
毎週

中高企画運営会議
毎週

  


